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藤本発電所（導水経路及び減水区間）

減水区間：約１．８ｋｍ

荒瀬ダム

藤本発電所

発電導水路

八代市坂本町
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河川法第２４条及び第２６条の許可を受けた者(１)

●２４条許可：電線路河川横過（湛水区間）

●２４条許可：情報・物産館（減水区間）

●２４条許可：橋梁（湛水区間）

●２４条許可：電線路河川横過（減水区間）
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河川法第２４条及び第２６条の許可を受けた者(２)

●２４条許可：消防坂路（湛水区間）

●２４条許可：国道２１９災害復旧工事（湛水区間） ●２４条・２６条許可：八代市道改良工事（湛水区間）

●２４条許可：渡し船吊り上げ機（湛水区間）
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河川法関係条文（１）

（流水の占用の許可）

第２３条 河川の流水を占用しようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受けなけ
ればならない。

（土地の占用の許可）
第２４条 河川区域内の土地（河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地を除く。以下次条において同
じ。）を占用しようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受けなければならない。

（土石等の採取の許可）
第２５条 河川区域内の土地において土石（砂を含む。以下同じ。）を採取しようとする者は、国土交通省令で定める
ところにより、河川管理者の許可を受けなければならない。河川区域内の土地において土石以外の河川の産出物
で政令で指定したものを採取しようとする者も、同様とする。

（河川の産出物）
政令第１５条 法第２５条の河川の産出物で政令で指定するものは、竹木、あし、かやその他これらに類するもので
河川管理者が指定するものとする。

（工作物の新築等の許可）
第２６条 河川区域内の土地において工作物を新築し、改築し、又は除却しようとする者は、国土交通省令で定める
ところにより、河川管理者の許可を受けなければならない。河川の河口附近の海面において河川の流水を貯留し、
又は停滞させるための工作物を新築し、改築し、又は除却しようとする者も、同様とする。
以下２項、３項、４項、５項省略

（土地の掘削等の許可）
第２７条 河川区域内の土地において土地の掘削、盛土若しくは切土その他土地の形状を変更する行為（前条第１
項の許可に係る行為のためにするものを除く。）又は竹木の植栽若しくは伐採をしようとする者は、国土交通省令で
定めるところにより、河川管理者の許可を受けなければならない。ただし、政令で定める軽易な行為については、こ
の限りでない。
以下２項、３項、４項、５項、６項省略
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河川法関係条文（２）

（竹木の流送等の禁止、制限又は許可）

第２８条 河川における竹木の流送又は舟若しくはいかだの通航については、一級河川にあっては政令で、二級河
川にあっては都道府県の条例で、河川管理上必要な範囲内において、これを禁止し、若しくは制限し、又は河川管
理者の許可を受けさせることができる。
（一級河川における舟又はいかだの通航の制限）

政令第１６条の二
河川管理者は、一級河川の河川管理施設である閘門（一級河川の河川管理施設である水門で河川管理者が指定
したものを含む。以下この条において単に「閘門」という。）を通航する舟又はいかだの長さ、幅、水面上の高さ又は
喫水の最高限度を、閘門ごとに指定する。
２ 舟又はいかだでその長さ、幅、水面上の高さ又は喫水が前項の規定により河川管理者が指定した最高限度をこ
えるものは、当該閘門を通航させてはならない。
以下、３項、４項、５項省略
（一級河川における竹木の流送の許可）

政令第１６条の三 一級河川において竹木の流送をしようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河川管
理者の許可を受けなければならない。ただし、河川管理者が指定した水域において河川管理者が指定した方法によ
り行う竹木の流送については、この限りでない。
以下、２項省略

（河川の流水等について河川管理上支障を及ぼすおそれのある行為の禁止、制限又は許可）
第２９条 第２３条から前条までに規定するものを除くほか、河川の流水の方向、清潔、流量、幅員又は深浅等につ
いて、河川管理上支障を及ぼすおそれのある行為については、政令で、これを禁止し、若しくは制限し、又は河川管
理者の許可を受けさせることができる。
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河川法関係条文（３）

（河川の流水等について河川管理上支障を及ぼすおそれのある行為の許可）
政令第１６条の八 次の各号の一に掲げる行為をしようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河川管理
者の許可を受けなければならない。ただし、日常生活のために必要な行為、農業若しくは漁業を営むために通常行
われる行為又は営業等のためにやむを得ないものとして河川管理者が指定した行為については、この限りでない。
一 河川区域内の土地において土、汚物、染料その他の河川の流水を汚濁するおそれのあるものが付着した物

件を洗浄すること。
二 河川区域内の土地において土石、竹木その他の物件を堆積し、又は設置すること。

以下、２項省略
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